
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
新
し
い
規
制
体
系
案

須

藤

時

仁

二
〇
一
〇
年
六
月
一
六
日
に
実
施
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

ハ
ウ
ス
ス
ピ
ー
チ
に
て
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
財
務
大
臣
が
イ
ギ

リ
ス
の
金
融
規
制
・
監
督
制
度
に
つ
い
て
の
抜
本
的
な
改

革
方
針
を
発
表
し
た
。
続
く
七
月
二
六
日
に
は
、
英
財
務

省
︵
以
下
、
財
務
省
︶
か
ら
改
革
に
関
す
る
諮
問
文
書

︵
H
M
T
reasury[2010]︶
が
公
表
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
改
革
案
の
概
要
を
説
明
し
、
そ
の
後

に
こ
の
改
革
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
マ
ク
ロ
・
プ

ル
ー
デ
ン
ス
政
策
に
つ
い
て
も
簡
単
に
整
理
す
る
。
巷
間

に
は
そ
れ
に
関
す
る
多
く
の
書
籍
、
論
文
等
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
が
、
B
orio
[2009]に
よ
れ
ば
一
部
で
そ
の
考
え

方
に
誤
解
も
散
見
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は

B
orio
[2006,
2009]
に
基
づ
き
改
め
て
マ
ク
ロ
・
プ

ル
ー
デ
ン
ス
政
策
と
は
何
か
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

本
題
の
改
革
案
の
説
明
に
入
る
前
に
、
改
革
が
必
要
と

さ
れ
る
背
景
を
理
解
す
る
た
め
、
現
行
の
規
制
･
監
督
体

制
に
お
け
る
財
務
省
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
︵
Ｂ
Ｏ
Ｅ
︶、

金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
︵
Ｆ
Ｓ
Ａ
︶
の
責
任
分
担
に
つ
い
て

み
て
お
こ
う
。
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一
、
現
行
の
枠
組
み

一
九
九
七
年
一
〇
月
二
八
日
に
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
発
足
し
、
イ

ギ
リ
ス
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
規
制
・
監
督
体

制
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
同
日
、
財
務

省
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
共
同
文
書
﹃
財
務
省
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
銀
行
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
の
関
係
に
つ
い
て
の

覚
書
﹄︵
以
下
、
覚
書
︶
を
発
表
し
た
。
こ
の
覚
書
は
各

機
関
の
責
任
分
担
を
明
確
に
示
し
、
金
融
の
安
定
と
い
う

共
通
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
協
力
関
係
を
い
か
に
築
く

か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
覚
書
に
記
さ

れ
た
体
制
は
、
財
務
省
・
Ｂ
Ｏ
Ｅ
・
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
三
者

規
制
シ
ス
テ
ム
︵
T
ripartite
R
egulatory
System
︶

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

覚
書
に
記
さ
れ
た
各
機
関
の
基
本
的
な
責
任
分
担
は
次

の
と
お
り
で
あ
る⑴

︵
図
表
１
︶。
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（注） FSAの項に記されている4つの目的のうち「公衆の啓蒙」目的は2010年金融サービス法によ
り削除され、代わりに「金融安定」目的が追加された。

（出所） HM Treasury, Bank of England, UK Financial Services Authority, Memorandum of
Understanding between HM Treasury, the Bank of England and the Financial Services
Authorityより作成。

図表１ 覚書に記されている各機関の責任分担

金融システム全般の包括的な安定性の確保
・通貨制度の安定
・イギリスにとって金融システム上重要なインフラストラクチャー（特に国内外の支払
決済システム）の監督
・金融システム全体の包括的監視
・金融システムの不安定化を促す緊急事態が発生した場合の公的な金融支援
・国内金融機関の国際競争力向上に資する政策

BOE

2000年金融サービス市場法の中で規定されている４つの目的（市場の信頼性、公衆の啓
蒙、消費者の保護、金融犯罪の削減）
・銀行、投資業など各業態に属す金融サービス業者の認可と監督
・金融市場および清算・決済システムの監督
・金融機関や金融市場、清算・決済システムに影響する問題への対処（ただし、このよ
うな問題が生じた場合には、財務省や BOEと対策を協議した上で措置を講じる必要
があり、また、他の監督当局の専管事項には関与できない）
・上記の責任を果たすために必要な規制政策の立案と実行

財務省
監督・規制に関する全体的な制度の構築とその法制化
・金融システム上の深刻な問題の管理およびそれへの対応策の議会に対する報告と説明
・政府内の業務停止に対する金融部門のショック耐性の報告

FSA

責任分担機関



・
財
務
省
：
規
制
・
監
督
に
関
す
る
全
体
的
な
制
度
の
構

築
と
そ
の
法
制
化

・
Ｂ
Ｏ
Ｅ
：
金
融
シ
ス
テ
ム
全
般
の
包
括
的
な
安
定
性
の

確
保

・
Ｆ
Ｓ
Ａ
：
二
〇
〇
〇
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
に
四
つ

の
目
的
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
主
と
し
て
、
取
引
所

お
よ
び
清
算
・
決
済
業
者
を
含
む
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
者

全
般
の
規
制
・
監
督⑵

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
金
融
シ
ス
テ
ム

安
定
化
の
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
金
融

規
制
・
監
督
体
制
の
変
更
に
対
応
す
べ
く
九
八
年
四
月
に

新
し
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
法
が
成
立
し
た
が
、
同
法
で

は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
目
的
に
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
が
規
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
定
め
ら
れ
た
の
は
〇
九
年
二
月
に

新
し
く
成
立
し
た
銀
行
法
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
〇
七
年

九
月
の
ノ
ー
ザ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
経
営
危
機
に
よ
り
顕
現
化

し
た
金
融
危
機
の
過
程
で
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
に
対

す
る
責
任
が
ど
の
機
関
に
あ
る
の
か
が
問
題
視
さ
れ
た

が
、
そ
れ
が
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
あ
る
こ
と
が
こ
の
九
七
年
の
覚
書

に
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

九
七
年
の
覚
書
は
〇
六
年
三
月
に
改
定
さ
れ
、
金
融
危

機
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
危
機
に
対
す
る
対
応
が
追
加
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
金
融
危
機
時
に
は
財
務
省
、
Ｂ

Ｏ
Ｅ
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
各
々
の
責
任
分
担
を
踏
ま
え
た
上
で
協

力
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
機
関
の
具

体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
多
少
と
も

具
体
的
な
こ
と
と
い
え
ば
、
危
機
的
状
況
で
対
応
策
を
承

認
す
る
最
終
責
任
が
財
務
省
に
あ
る
こ
と
、
対
応
策
に

伴
っ
て
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
民
間
部
門
の
モ
ラ
ル
・

ハ
ザ
ー
ド
や
納
税
者
へ
の
財
政
リ
ス
ク
︵
負
担
︶
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま

た
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
危
機
に
対
し
て
は
、
各
機
関
の

対
応
が
金
融
危
機
時
の
対
応
よ
り
は
多
少
具
体
的
に
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
財
務
省
は
他
の
国
内
省
庁
お
よ
び
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関
係
当
局
と
連
携
を
取
る
こ
と
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
は
市
場
機
能
を

維
持
・
促
進
す
る
た
め
に
市
場
参
加
者
を
監
視
し
、
十
分

な
流
動
性
の
供
給
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
認
可
業
者
、
取
引
所
な
ど
の
公
認
団
体
を

監
視
し
、
そ
れ
ら
の
正
常
な
業
務
遂
行
を
妨
げ
る
問
題
に

対
し
そ
れ
ら
の
業
者
、
団
体
と
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
揺
る
が
す
よ
う
な
危
機
的
状

況
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
る
か
に
よ
っ
て
各

機
関
の
対
処
法
が
全
く
異
な
る
た
め
、
事
前
に
対
応
手
続

き
を
詳
細
に
定
め
て
お
く
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
上
記
の
覚
書
に
追
加
さ
れ
た
取
決
め
は
一
般

的
か
つ
簡
素
に
過
ぎ
、
危
機
的
状
況
に
対
応
す
る
た
め
の

も
の
と
し
て
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
特
に
、
諮
問
文
書

︵
H
M
T
reasury
[2010]︶
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
危
機
対
応
︵
ま
た
は
危
機
予
防
︶
に
当
っ
て
、
Ｂ
Ｏ

Ｅ
に
は
金
融
安
定
化
の
た
め
の
具
体
的
な
手
段
が
、
財
務

省
に
も
法
的
・
制
度
的
枠
組
み
維
持
の
た
め
の
財
政
的
手

段
が
ほ
と
ん
ど
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
大
き
な
欠
点

で
あ
ろ
う
。

二
、
新
し
い
枠
組
み

本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
七
月

に
財
務
省
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
新
し
い
規
制
・
監
督

体
制
を
導
入
す
る
た
め
の
諮
問
文
書
を
発
表
し
た
。
そ
の

諮
問
文
書
の
中
で
、
前
節
で
説
明
し
た
三
者
規
制
シ
ス
テ

ム
の
最
大
の
欠
点
と
し
て
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
を
監
視

す
る
こ
と
を
通
じ
て
金
融
不
安
定
性
を
惹
起
す
る
要
因
を

認
知
し
、
協
調
行
動
を
も
っ
て
そ
れ
に
対
応
す
る
責
任
、

職
権
ま
た
は
権
限
を
有
す
る
単
一
の
機
関
が
存
在
し
な
い

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
欠
点
を
修
正
す
る
た
め
に
、
諮
問
文
書
は
金
融

サ
ー
ビ
ス
市
場
の
規
制
・
監
督
体
制
に
関
す
る
大
幅
な
改
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革
を
提
案
し
て
い
る
。
詳
細
を
述
べ
る
前
に
、
そ
の
枠
組

み
の
概
要
を
記
す
と
図
表
２
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
は
、

Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
中
に
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
を
決
定
・

実
施
す
る
金
融
安
定
化
政
策
委
員
会
︵
F
inancialP
olicy

C
om
m
ittee、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
︶
を
新
設
す
る
。
こ
れ
は
、
従
来

か
ら
あ
る
金
融
政
策
委
員
会
︵
M
onetary
P
olicy

C
om
m
ittee、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
︶
と
同
様
に
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
理
事
会
の

委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
る
。
な
お
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
の
新
設
に

伴
い
、
現
在
Ｂ
Ｏ
Ｅ
︵
理
事
会
︶
に
設
置
さ
れ
て
い
る
金

融
安
定
化
委
員
会
︵
Ｆ
Ｓ
Ｃ
︶
は
廃
止
さ
れ
る
。

第
二
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
を
解
体
し
、
現
在
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
担
っ
て

い
る
機
能
を
①
業
者
の
健
全
性
規
制
、
②
リ
テ
ー
ル
取
引

並
び
に
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
取
引
に
係
る
業
務
行
為
規
制
、
③

そ
の
他
に
分
け
て
別
組
織
に
移
管
す
る
。
健
全
性
規
制
は

Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
る
健
全
性
規
制
機
構

︵
P
rudential
R
egulation
A
uthority
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
︶
が
担

当
し
、
業
務
行
為
規
制
は
、
単
一
の
統
合
さ
れ
た
行
為
規
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制
機
関
︵
法
的
に
は
Ｆ
Ｓ
Ａ
と
同
じ
保
証
有
限
責
任
の
私

的
会
社
︶
と
し
て
設
立
さ
れ
る
消
費
者
保
護
・
市
場
機
構

︵
C
onsum
er
P
rotection
and
M
arkets
A
uthority
、

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
︶
が
担
う
。
ま
た
、
そ
の
他
の
機
能
に
関
し

て
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
等
の
市
場
阻
害
行
為
お
よ
び
そ

の
他
違
反
行
為
に
対
す
る
訴
追
権
限
は
、
現
存
の
重
大
犯

罪
庁
︵
Ｓ
Ｆ
Ｏ
︶、
公
正
取
引
庁
︵
Ｏ
Ｆ
Ｔ
︶
等
を
統
合

し
て
経
済
犯
罪
庁
︵
E
conom
ic
C
rim
e
A
gency
、
Ｅ

Ｃ
Ｍ
︶
を
設
置
し
て
移
管
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
上
場
審
査
︵
Ｕ
Ｋ
Ｌ
Ａ
︶
の
機
能
に
つ
い

て
も
、
現
存
の
財
務
報
告
評
議
会
︵
Ｆ
Ｒ
Ｃ
︶
を
母
体
と

し
て
新
た
な
会
社
規
制
機
関
を
設
立
し
、
そ
こ
に
移
す
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
財
務
省
か
ら
諮
問
さ
れ
た
新
し
い
規
制
・
監
督

体
制
の
概
要
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
中
心
で
あ
る
Ｆ
Ｐ

Ｃ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
見
て
い

こ
う
。
こ
れ
ら
三
者
の
概
要
は
本
稿
末
の
付
図
表
に
ま
と

め
た
の
で
、
以
下
で
は
そ
の
表
を
補
足
す
る
形
で
説
明
し

て
い
く
。

⑴

Ｆ
Ｐ
Ｃ

Ｆ
Ｐ
Ｃ
の
任
務
は
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
︵
政

策
︶
の
決
定
と
実
施
で
あ
る
。
平
時
に
お
い
て
会
合
は
少

な
く
と
も
年
四
回
開
催
さ
れ
る
が
、
市
場
の
急
変
時
に
は

臨
機
応
変
に
対
応
を
協
議
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
主
な
機
能
と
権
限
は
付
図
表
に
掲
げ
た
と
お
り
だ

が
、
②
に
つ
い
て
は
少
し
補
足
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

に
は
﹁
必
要
な
行
動
を
取
る
﹂
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

以
下
の
よ
う
な
権
限
を
有
し
て
い
る
。
第
一
に
、
マ
ク

ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
の
遂
行
に
お
い
て
、
特
定
の
脆

弱
性
お
よ
び
不
均
衡
に
対
処
す
る
た
め
に
用
い
る
べ
き
具

体
的
な
規
制
手
段
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

Ｐ
Ｒ
Ａ
︵
お
よ
び
場
合
に
応
じ
て
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
︶
に
対
し
て

規
制
手
段
を
割
り
当
て
、
さ
ら
に
そ
の
運
用
に
関
す
る
基
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準
︵
規
制
基
準
の
定
式
化
や
計
算
方
法
な
ど
︶
を
指
示
す

る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規

制
を
遂
行
す
る
上
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
段
の
範

囲
や
規
制
範
囲
な
ど
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
が
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン

ス
規
制
の
実
施
に
関
し
て
必
要
と
判
断
す
る
変
更
を
財
務

省
に
勧
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。

金
融
政
策
と
の
整
合
性
に
関
し
て
は
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
と
Ｆ
Ｐ

Ｃ
に
共
通
の
メ
ン
バ
ー
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
、
両
会
合
の

連
続
性
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
整
合
性
を
図
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
前
者
に
関
し
て

は
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
総
裁
と
副
総
裁
二
名
︵
金
融
安
定
、
金
融

政
策
の
各
担
当
︶
が
両
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
両
委
員
会
の
政
策
決
定
に
対
す
る
調
和
︵
整

合
性
︶
と
情
報
共
有
を
図
る
。
ま
た
、
後
者
に
関
し
て

は
、
両
委
員
会
が
互
い
の
最
近
の
決
定
を
十
分
に
考
慮
で

き
る
よ
う
、
会
合
の
連
続
性
を
保
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
が

諮
問
文
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
そ
の
権
限
外

の
こ
と
に
つ
き
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
金
融
政

策
そ
の
他
の
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
活
動
に
関
連
し
て
金
融
安
定
を
維

持
す
る
め
に
必
要
で
あ
る
と
Ｆ
Ｐ
Ｃ
が
判
断
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
理
事
会
に
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
金
融
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
相
対
的
な
流

動
性
不
足
が
あ
る
と
Ｆ
Ｐ
Ｃ
が
確
信
す
る
場
合
に
は
、
Ｂ

Ｏ
Ｅ
の
流
動
性
保
険
機
能
を
用
い
て
必
要
な
流
動
性
を
供

給
す
べ
き
こ
と
を
理
事
会
に
意
見
表
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

⑵

Ｐ
Ｒ
Ａ

Ｐ
Ｒ
Ａ
の
基
本
的
な
任
務
は
、
個
別
業
者
の
健
全
性
規

制
︵
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
︶
で
あ
る
。
そ
の
規

制
対
象
と
な
る
業
者
並
び
に
業
務
を
決
定
す
る
権
限
は
財

務
省
に
あ
り
、
諮
問
文
書
で
は
対
象
業
者
と
し
て
銀
行
お

よ
び
そ
の
他
預
金
受
入
機
関
︵
住
宅
金
融
組
合
、
信
用
組
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合
な
ど
︶、
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
︵
投
資
銀
行
を

含
む
︶、
保
険
会
社
︵
友
愛
組
合
を
含
む
︶
が
、
ま
た
対

象
業
務
と
し
て
預
金
受
入
れ
、
保
険
契
約
の
発
効
と
実

行
、
本
人
の
資
格
で
行
う
投
資
物
件
の
取
引
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
展

開
に
応
じ
て
新
た
な
業
者
や
業
務
を
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
規
制
対
象

と
す
る
よ
う
財
務
省
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
付
図
表
に
も
あ
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
業
者
に
影

響
を
与
え
る
重
要
な
規
制
上
の
決
定
︵
認
可
、
監
督
、
規

制
遵
守
の
執
行
な
ど
︶
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
を
非
執
行
役
員
が
多
数
を
占
め
る
役
員
会
で
決
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
決
定
は

Ｐ
Ｒ
Ａ
の
執
行
役
員
が
行
う
か
、
ま
た
は
役
員
会
の
執
行

メ
ン
バ
ー
︵
会
長
、
最
高
執
行
責
任
者
、
金
融
安
定
担
当

の
Ｂ
Ｏ
Ｅ
副
総
裁
を
含
む
︶
が
多
数
を
占
め
る
執
行
委
員

会
を
組
織
し
て
、
重
要
な
規
制
上
の
判
断
と
決
定
に
関
す

る
責
任
を
役
員
会
か
ら
執
行
委
員
会
に
委
任
す
る
方
式
を

取
る
方
針
で
あ
る
。
な
お
、
執
行
委
員
会
に
は
、
利
益
相

反
等
の
問
題
が
な
い
と
き
に
は
、
場
合
に
応
じ
て
非
執
行

役
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
執
行
委

員
会
の
重
要
な
機
能
は
、
規
則
の
み
に
基
づ
く
判
断
に
縛

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
監
督
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ

く
判
断
も
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
全
性
規
制
に
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
に
あ
る
︵
諮
問
文
書
に
い
う
﹁
判
断

に
基
づ
く
健
全
性
規
制
︵
Judgem
ent-led
prudential

regulation
︶﹂︶。

⑶

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
の
基
本
的
な
任
務
は
、
す
べ
て
の
業
者
の
業

務
行
為
規
制
︵
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
規
制
対
象
外
と
な
る
業
者
の
健

全
性
規
制
も
含
む
︶
お
よ
び
市
場
管
理
を
通
じ
て
、
最
終

的
に
は
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
個
人
消
費
者
を
保
護
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
規
制
対
象
は
、
リ
テ
ー
ル
市
場
お

よ
び
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
市
場
で
活
動
す
る
す
べ
て
の
金
融
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サ
ー
ビ
ス
業
者
並
び
に
市
場
で
取
引
に
参
加
し
て
い
る
顧

客
等
で
あ
る⑶

。
ま
た
、
投
資
物
件
の
取
引
所
な
ど
︵
多
角

的
取
引
シ
ス
テ
ム
の
提
供
業
者
も
含
む
︶
の
市
場
の
監
督

も
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
が
担
う
︵
た
だ
し
、
上
場
審
査
に
関
す
る
機

能
は
上
述
し
た
よ
う
に
他
の
機
関
に
移
管
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
︶。
こ
れ
に
は
店
頭
市
場
な
ど
で
の
場
外
取
引
も
含

ま
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
取
引
所
、
市
場
で
取
引
さ

れ
る
す
べ
て
の
金
融
商
品
、
派
生
契
約
も
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
の
規

制
対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
保

護
す
る
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
の
重
要
な
役
割
に
鑑
み
て
、
決
済
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
集
中
清
算
機
関
︵
Ｃ
Ｃ
Ｐ
ｓ
︶
の
規
制
と
監
督
は

Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
移
管
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
は
す
べ
て
の
業
者
を
規
制
対

象
と
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
よ
る
健
全
性
規
制
を
受
け
て

い
な
い
す
べ
て
の
金
融
機
関
の
認
可
と
監
督
に
も
責
任
を

持
ち
、
そ
れ
ら
の
業
者
に
対
す
る
健
全
性
規
制
の
枠
組
み

も
定
め
る
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
規
制
を
受
け
て
い
な
い

業
者
の
認
可
︵
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
規
制
を
受
け
な
い
業
務
に
関
す

る
許
可
︶
に
加
え
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
規
制
を
受
け
て
い
る
業
者

に
よ
る
業
務
行
為
を
伴
う
す
べ
て
の
規
制
業
務
に
対
し
て

許
可
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
の
機

能
と
権
限
を
実
際
に
遂
行
す
る
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

だ
が
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
場
合
と
同
様
に
役
員
会
は
非
執
行
役
員

が
大
半
を
占
め
る
た
め
、
役
員
会
を
補
佐
す
る
執
行
委
員

会
を
創
設
し
、
こ
れ
が
重
要
な
監
督
上
お
よ
び
規
制
上
の

判
断
と
決
定
を
下
す
責
任
を
負
う
よ
う
な
体
制
を
と
る
。

ま
た
、
利
益
相
反
な
ど
の
問
題
が
な
い
限
り
、
非
執
行
役

員
も
こ
の
執
行
委
員
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
主
な
機
能
・
権
限
の
⑤
を
補
足
し
て
お
く
と
、

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
は
、
金
融
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｆ
Ｏ

Ｓ
︶、
金
融
サ
ー
ビ
ス
補
償
機
構
︵
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
︶、
消
費
者

金
融
教
育
団
体
︵
Ｃ
Ｆ
Ｅ
Ｂ
︶
に
対
す
る
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
責
任

も
引
き
継
ぐ
が
、
特
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
が
金
融
安
定
に
果
た
す
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重
要
な
役
割
に
鑑
み
る
と
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
は
む
し
ろ
Ｐ
Ｒ
Ａ

と
密
接
に
協
調
す
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
の
透
明
性
と
説
明
責
任
に
関
し
て

だ
が
、
付
図
表
に
整
理
し
た
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
措
置

を
設
け
る
。
第
一
に
、
現
在
二
〇
〇
〇
年
金
融
サ
ー
ビ
ス

法
︵
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
︶
付
属
規
定
一
が
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
要
求
し
て
い

る
よ
う
な
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
対
す
る
苦
情
申
立
制
度
を
整
備
す

る
こ
と
。
第
二
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
よ
る
決
定
が
不
服
な
場

合
に
は
、
要
件
を
備
え
て
い
れ
ば
、
そ
の
決
定
を
上
級
不

服
申
立
審
判
所
︵
U
pper
T
ribunal︶
へ
付
託
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
第
三
に
、
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
第
一
二
条
お
よ

び
第
一
四
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
財
務
省
に
よ

る
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
対
す
る
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
重
大
な
問
題
に

対
す
る
調
査
権
の
行
使
で
あ
る
。

⑷

三
者
の
関
係

Ｆ
Ｐ
Ｃ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
間
の
関
係
を
考
え
る
上

で
重
要
こ
と
は
、
基
本
的
に
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー

デ
ン
ス
規
制
︵
政
策
︶
の
決
定
機
関
で
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
と

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
は
そ
の
実
施
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制

を
実
施
す
る
う
え
で
必
要
な
規
制
行
動
︵
具
体
的
な
規
制

手
段
の
行
使
な
ど
︶
を
Ｐ
Ｒ
Ａ
お
よ
び
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
要
求

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
が
定

め
て
い
る
規
則
の
改
正
要
求
も
含
む
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
監
視
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
、

法
律
に
し
た
が
っ
て
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
求
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
制
度
上
の
関
係
で
言
え
ば
、
特
に

Ｐ
Ｒ
Ａ
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
る
た
め
、

予
算
の
決
定
や
そ
の
執
行
な
ど
の
点
で
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
監
督
を

受
け
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
の
監
督
に
つ
い
て
は
諮
問
文
書
に
特

別
の
記
述
は
な
い
が
、
そ
の
法
律
的
立
場
が
現
在
の
Ｆ
Ｓ

Ａ
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
財
務
省
が
監
督

権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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一
方
で
、
上
述
の
よ
う
に
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規

制
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ

に
指
示
又
は
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
枠
組
み

の
中
で
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
が
遂
行
す
る
日
常
的
な
規

制
・
監
督
行
動
に
関
し
て
は
運
営
上
の
独
立
性
が
保
証
さ

れ
る
。
こ
れ
に
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
よ
る
各
々
の
規

則
制
定
権
限
も
含
ま
れ
る
が
、
金
融
安
定
に
関
し
て
重
要

な
影
響
を
持
つ
規
則
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
事
前

に
Ｆ
Ｐ
Ｃ
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
に
は
運
営
上
の
独

立
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス

規
制
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
三
者
間
の
連
携
は

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
諮
問
文
書
は
、
Ｐ
Ｒ

Ａ
と
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
の
最
高
執
行
責
任
者
が
Ｆ
Ｐ
Ｃ
の
メ
ン

バ
ー
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
と
両
機
関
の
間
の

情
報
交
換
と
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
会
合
の
前

に
Ｐ
Ｒ
Ａ
お
よ
び
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
は
Ｆ
Ｐ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
に
対
し

て
、
各
担
当
分
野
で
の
重
要
な
問
題
点
︵
リ
ス
ク
等
︶
や

そ
れ
へ
の
対
処
に
つ
い
て
の
情
報
を
与
え
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
連
携
を
図
る
と
し
て
い
る
。

⑸

危
機
管
理

金
融
危
機
お
よ
び
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
危
機
の
よ
う
な
危
機

的
状
況
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
お
よ
び
財
務
省
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
諮
問
文
書
は
詳
細
に
述
べ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
図
表
３
に
整
理
し
て
い
る
が
、
以
下

で
は
こ
の
表
に
関
し
て
少
し
補
足
し
て
お
こ
う
。

危
機
的
状
況
に
お
け
る
Ｂ
Ｏ
Ｅ
お
よ
び
財
務
省
の
基
本

的
な
役
割
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
は
、

中
央
銀
行
、
マ
ク
ロ
お
よ
び
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規

制
機
関
、
破
綻
処
理
機
構
と
し
て
、
規
制
対
応
お
よ
び
破

綻
処
理
対
応
の
内
容
を
決
定
し
、
実
施
す
る
責
任
を
負

う
。
一
方
、
財
務
省
は
、
公
的
資
金
の
投
入
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
決
定
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
責
任
を
有
す
る
。
こ
れ
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ら
の
役
割
を
効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
両
機
関
に
よ

る
緊
密
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。で

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
で
あ

ろ
う
か
。
付
図
表
の
Ｆ
Ｐ
Ｃ
の
説
明
責
任
・
透
明
性
の
項

に
あ
る
よ
う
に
、
危
機
的
状
況
に
い
た
る
以
前
の
平
時
に

お
い
て
Ｆ
Ｐ
Ｃ
委
員
長
︵
Ｂ
Ｏ
Ｅ
総
裁
︶
は
六
ヵ
月
毎
の

金
融
安
定
レ
ポ
ー
ト
︵
Ｆ
Ｓ
Ｒ
︶
の
公
表
後
に
財
務
大
臣

と
会
合
を
持
ち
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
危
機
的
状
況
の

萌
芽
が
見
ら
れ
、
公
的
資
金
投
入
の
必
要
が
生
じ
る
可
能

性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
委
員
長
は
財
務
大
臣
に

通
知
す
る
。
こ
の
通
知
が
な
さ
れ
る
と
、
財
務
省
と
Ｂ
Ｏ

Ｅ
︵
お
よ
び
他
の
当
局
︶
は
協
力
し
て
金
融
安
定
を
確
保

す
る
一
方
で
、
公
的
資
金
投
入
の
必
要
を
最
小
に
す
る
た

め
の
危
機
管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
段

階
に
お
い
て
、
財
務
省
は
公
的
資
金
の
投
入
ル
ー
ト
︵
緊
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SRR および危機介入の

発動

高度な監督と介入業者に対する通常の健全

性規制
PRA

SRRの実施危機管理計画の策定―SRU

平時 リスクの出現時 危機管理機関（当局）

図表３ 平時から危機時にかけての対応

公的資金および国際的義

務に影響を与える決定に

対する相対的責任

危機管理計画の策定経済・財政政策

財務省

緊急流動性の供給流動性保険（危機時に中

央銀行が銀行に対して流

動性を保証するもの）の

実施

金融政策、中央銀行業

務、主要インフラ
本体

BOE ―

緊急の脅威に対応したマ

クロ・プルーデンス手段

の適用

リスク、脆弱性および不

均衡の監視：マクロ・プ

ルーデンス手段の利用

FPC

（出所） HM Treasury [2010]、p.48より作成。



急
貸
付
支
援
、
破
綻
処
理
に
対
す
る
公
的
資
金
投
入
、
Ｂ

Ｏ
Ｅ
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
政
府
補
償
の
い
ず
れ
を
通
じ
て

投
入
す
る
か
︶
を
最
終
的
に
決
定
す
る⑷

。

さ
ら
に
、
諮
問
文
書
で
は
、
金
融
安
定
に
対
す
る
脅
威

に
対
処
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
金
融
政
策
を
通
じ
た
緊

急
の
流
動
性
供
給
手
段
と
し
て
、
今
次
金
融
危
機
で
と
ら

れ
た
国
債
、
社
債
、
Ｃ
Ｐ
等
の
買
入
ス
キ
ー
ム
が
有
効
で

あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
次
に
、
図
表
３
に
あ
る
よ
う
に
リ

ス
ク
出
現
時
に
と
ら
れ
る
﹁
高
度
な
監
督
お
よ
び
介
入
﹂

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
権
限
は
主
と
し
て
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
与

え
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
す

で
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
業
者
に
よ
る
回
復

計
画
お
よ
び
破
綻
処
理
計
画
︵
Ｒ
Ｒ
Ｐ
ｓ
︶
の
策
定
が
あ

り
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
こ
れ
に
関
す
る
規
則
を
定
め
、
実
際
に
業

者
か
ら
提
出
さ
れ
た
Ｒ
Ｒ
Ｐ
ｓ
を
承
認
す
る
権
限
を
有
す

る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
業
者
に
よ
る
条
件
付
資
本

︵
自
己
資
本
が
毀
損
さ
れ
た
場
合
に
、
自
動
的
に
自
己
資

本
に
転
換
さ
れ
る
債
券
︶
の
発
行
を
認
め
る
こ
と
や
、
業

者
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
管
理
行
動
を
要
求
す
る
権
限
を

付
与
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
第
一
に
、
業
者
が
回

復
計
画
に
定
め
た
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
又
は
そ

の
行
動
が
不
十
分
な
場
合
に
、
業
者
が
回
復
す
る
た
め
の

管
理
行
動
を
取
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
で
あ
る
︵
例
え

ば
、
新
株
発
行
の
要
求
な
ど
︶。
第
二
に
、
破
綻
処
理
を

支
援
す
る
た
め
に
大
規
模
グ
ル
ー
プ
の
解
体
を
要
求
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
要
求
を
課
す
権
限
は
Ｐ
Ｒ

Ａ
に
付
与
さ
れ
る⑸

。
第
三
に
、
現
在
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
有
し
て
い

る
、︵
業
者
か
ら
の
要
請
で
は
な
く
︶
Ｆ
Ｓ
Ａ
自
体
の
発

案
に
よ
る
業
者
に
対
す
る
許
可
の
変
更
︵
ま
た
は
取
消
︶

権
限
の
拡
張
で
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

早
期
是
正
措
置
制
度
に
類
似
し
た
制
度
の
導
入
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
権
限
は
、
業
者
の
認
可
権
︵
許
可
を

付
与
す
る
権
限
︶
を
有
し
て
い
る
Ｐ
Ｒ
Ａ
お
よ
び
Ｃ
Ｐ
Ｍ
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Ａ
が
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

最
後
に
、
危
機
管
理
手
段
と
し
て
二
〇
〇
九
年
銀
行
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
銀
行
に
対
す
る
特
別
破
綻
処
理
制
度

︵
Ｓ
Ｒ
Ｒ
︶
で
あ
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｒ
に
よ
る
破
綻
処
理
の
手
段

に
は
大
き
く
安
定
化
策
︵
処
理
対
象
銀
行
の
業
務
の
一
部

ま
た
は
全
部
の
存
続
を
前
提
と
し
た
処
理
︶
と
破
綻
手
続

︵
対
象
銀
行
の
清
算
を
前
提
と
し
た
処
理
︶
に
分
か
れ
る
。

さ
ら
に
、
前
者
の
手
段
と
し
て
①
対
象
銀
行
の
業
務
の
一

部
ま
た
は
全
部
の
民
間
セ
ク
タ
ー
へ
の
移
転
、
②
ブ
リ
ッ

ジ
バ
ン
ク
へ
の
業
務
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
移
転
、
③
一

時
的
な
国
有
化
が
あ
り
、
①
と
②
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
︵
Ｓ
Ｒ
Ｕ
︶

の
、
③
は
財
務
省
の
主
導
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
破

綻
手
続
は
裁
判
所
が
主
体
と
な
る
。
新
体
制
の
下
で
は
、

こ
の
特
別
破
綻
処
理
に
関
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｅ
︵
Ｓ
Ｒ
Ｕ
︶
の
み

な
ら
ず
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
も
破
綻
し
た
機
関
︵
銀
行
︶
を
Ｓ
Ｒ
Ｒ

の
管
理
下
に
置
く
か
否
か
を
判
断
す
る
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
ろ
う
が
、
両
機
関
が
役
割
を
遂
行
す
る
上
で
混
乱
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
Ｓ
Ｒ
Ｒ
の
運
営
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
︵
Ｓ
Ｒ

Ｕ
︶
に
責
任
を
持
た
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
上
が
財
務
省
に
よ
っ
て
二
〇
一
〇
年
七
月
に
提
示
さ

れ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
対
す
る
新
し
い
規
制
・
監
督

体
制
の
概
要
で
あ
る
。
今
後
は
、
二
〇
一
一
年
半
ば
ま
で

に
こ
の
改
革
を
実
施
す
る
た
め
の
法
案
を
提
出
し
、
最
終

的
に
は
二
〇
一
二
年
ま
で
に
必
要
な
主
要
法
令
の
成
立
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。
な
お
、
現
行
の
規
制
･
監
督
体
制

か
ら
新
し
い
体
制
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
法

令
成
立
ま
で
の
期
間
に
財
務
省
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
準

備
を
整
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
早
期
に
暫
定

的
な
Ｆ
Ｐ
Ｃ
を
設
置
し
、
財
務
省
お
よ
び
Ｆ
Ｓ
Ａ
と
協
力

し
な
が
ら
マ
ク
ロ
･
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
手
段
選
定
と

市
場
監
視
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
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三
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策

イ
ギ
リ
ス
で
提
案
さ
れ
て
い
る
新
し
い
金
融
規
制
・
監

督
体
制
の
概
要
を
説
明
し
て
き
た
が
、
現
在
の
体
制
と
大

き
く
違
う
点
は
Ｆ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス

規
制
︵
政
策
︶
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
で

は
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
巷
間
に
は
そ
れ
に
関
す
る
多
く
の

書
籍
、
論
文
等
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
B
orio
[2009]

に
よ
れ
ば
一
部
で
そ
の
考
え
方
に
誤
解
も
散
見
さ
れ
る
と

い
う
。
以
下
で
は
、
B
orio
[2006,
2009]
に
基
づ
い
て

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
と
は
何
か
に
つ
い
て
概
観

し
て
み
よ
う
。

⑴

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
と
は

B
orio
[2006,
2009]
は
、
政
策
目
的
、
リ
ス
ク
の
焦

点
、
対
象
と
す
る
リ
ス
ク
の
性
質
な
ど
の
項
目
に
分
け
て

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
と
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン

ス
政
策
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
者
の
定
義

と
重
要
な
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
︵
図
表
４
︶。

ま
ず
政
策
目
的
だ
が
、
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策

の
目
的
が
、
経
済
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
否
か
に
拘
ら

ず
、
個
別
金
融
機
関
の
破
綻
の
リ
ス
ク
を
抑
制
し
、
そ
れ

を
も
っ
て
消
費
者
︵
投
資
家
、
預
金
者
︶
の
保
護
を
図
る

こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政

策
の
そ
れ
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
般
に
亘
る
金
融
危
機
が

出
現
す
る
リ
ス
ク
を
抑
制
し
、
マ
ク
ロ
経
済
に
対
す
る
危

機
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
政
策
目

的
か
ら
、
各
政
策
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
焦
点
は
、
前
者
が

個
別
金
融
機
関
で
あ
り
、
後
者
が
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

上
述
し
た
目
的
お
よ
び
リ
ス
ク
の
焦
点
の
違
い
を
前
提

と
す
る
と
、
各
政
策
の
対
象
と
す
る
リ
ス
ク
の
性
質
も
お
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の
ず
と
相
違
す
る
。
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
で

は
、
集
計
さ
れ
た
リ
ス
ク
を
金
融
機
関
の
集
団
的
行
動
に

依
存
す
る
も
の
と
し
て
み
る
︵
内
生
的
︶。
つ
ま
り
、

個
々
の
金
融
機
関
が
ま
と
ま
っ
て
同
様
の
行
動
を
取
れ

ば
、︵
個
々
の
力
は
弱
く
と
も
、︶
金
融
資
産
の
価
格
、
取

引
数
量
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
こ
れ
が
最
終
的
に
は
経

済
そ
の
も
の
に
相
当
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
、
金
融
機
関
が
集
団
的
に
同
様
の
行
動
を
取

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
全
体
で
見
た
と
き
の
リ
ス
ク

︵
集
計
的
な
リ
ス
ク
︶
に
偏
り
が
生
じ
、
結
果
的
に
金
融

機
関
の
健
全
性
に
強
い
影
響
︵
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
︶

を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
ミ
ク
ロ
・
プ

ル
ー
デ
ン
ス
政
策
は
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果

を
考
慮
せ
ず
、
従
っ
て
リ
ス
ク
は
外
生
的
な
も
の
と
し
て

扱
う
。
こ
れ
は
、
個
別
の
金
融
機
関
と
し
て
み
る
限
り
、

そ
の
行
動
が
価
格
や
数
量
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ

す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
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個別金融機関の経営危機の抑制金融システム全体に亘る危機の

抑制
直接的な目的

消費者（投資家・預金者）の保

護

生産（GDP）コストの回避
最終的な目的

個別主体の行動は互いに独立

（リスクは外生的に発生）

集団的行動に依存（リスクは内

生的に発生）
リスクの特性

無関係重要金融機関間の相関および共通

のエクスポージャー

マクロ・プルーデンス ミクロ・プルーデンス

（出所）Borio[2009]、p.32より作成。

図表４ マクロ・プルーデンスとミクロ・プルーデンスの視点の比較

システム全体のリスク（集計的

リスク）の観点から捉える・

トップダウン

健全性維持の対象・監督経路

個別金融機関のリスクの観点か

ら捉える・ボトムアップ



で
あ
る
。

上
記
の
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
・

プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
視
点
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
焦
点
と
概
念

の
違
い
は
次
の
よ
う
な
重
要
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

持
つ
。
第
一
に
、
個
々
の
金
融
機
関
で
見
た
と
き
、
そ
の

資
産
運
用
を
十
分
に
分
散
さ
せ
、
リ
ス
ク
回
避
を
図
っ
て

い
て
も
、
多
く
の
金
融
機
関
に
よ
る
運
用
が
同
様
の
金
融

商
品
に
集
中
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
金
融
商
品
の
価
格
下
落

は
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
第
二
に
、
金
融
商
品
の
価
格
が
下
落
す
る
と
き

に
、
当
該
商
品
を
売
却
処
分
す
る
こ
と
は
個
々
の
金
融
機

関
に
と
っ
て
正
し
い
選
択
だ
が
、
こ
う
し
た
行
動
が
集
中

す
れ
ば
当
該
商
品
の
み
な
ら
ず
他
の
金
融
商
品
の
価
格
下

落
に
も
波
及
し
︵
リ
ス
ク
の
内
生
性
︶、
金
融
シ
ス
テ
ム

全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
よ
う
な
効
果
は
、
信
用

供
与
の
縮
小
の
過
程
で
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、﹁
金
融
シ
ス
テ
ム
が
健
全
で
あ
る
た

め
に
は
、
個
別
の
金
融
機
関
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
必
要

十
分
条
件
で
あ
る
﹂
と
い
う
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
的

な
見
解
は
も
は
や
通
用
し
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
金
融
シ
ス
テ
ム
内
の
リ
ス
ク
の
内
生
性
を
考

慮
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
両
政
策
の
相
違
に
つ
い
て
、

B
orio
[2009]は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
を
管
理
の
例
え
を
使
っ

て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
個
々
の
金
融
機
関
を

個
別
銘
柄
と
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
を
個
別
銘
柄
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
と
考
え
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
ミ
ク
ロ
・
プ

ル
ー
デ
ン
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
﹁
個
別
銘
柄
の
損
失
に
対

し
て
平
等
に
注
意
を
払
う
﹂
こ
と
に
例
え
る
こ
と
が
で

き
、
つ
ま
り
そ
の
関
心
は
個
別
銘
柄
の
収
益
︵
個
々
の
金

融
機
関
内
で
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
︶
に
あ
る
の
で
あ

る
。
一
方
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

﹁
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
全
体
の
損
失
に
注
意
を
集
中
す
る
﹂

こ
と
に
例
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
政
策
遂
行
者
は
い
わ
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ば
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
そ
の
関
心
は
、
個
々
の
銘
柄
の
収
益
で
は
な
く
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
︵
個
別
の
金

融
機
関
の
間
に
亘
る
相
関
し
た
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
︶
に

あ
る
の
で
あ
る⑹

。

⑵

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
側
面

B
orio
[2006,
2009]
は
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス

政
策
を
決
定
、
実
施
す
る
場
合
に
考
慮
す
べ
き
側
面
を
二

つ
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
金
融
機
関
間
の
側
面
︵
所
与
の

時
点
に
お
い
て
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
で
集
計
的
な
リ
ス

ク
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
︶
で
あ
り
、
二
つ
目

は
時
系
列
の
側
面
︵
時
間
と
と
も
に
集
計
的
な
リ
ス
ク
は

ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
く
か
︶
で
あ
る
。

金
融
機
関
間
の
側
面
で
の
主
要
問
題
は
、
相
関
し
た
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
存
在
で
あ
る
。
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

の
相
関
は
、
金
融
機
関
が
同
じ
資
産
ま
た
は
同
様
の
特
性

を
持
つ
諸
資
産
︵
資
産
類
︶
に
対
し
て
投
資
す
る
な
ど
の

直
接
的
な
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
り
、
ま
た
は
金
融
機

関
間
の
つ
な
が
り
︵
例
え
ば
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
ー
の
関
係
︶
に
基
づ
く
間
接
的
な
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
た
め
に
生
じ
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
例
え
で

言
え
ば
、
こ
れ
は
正
に
分
散
不
能
な
市
場
の
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
・
リ
ス
ク
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。

こ
の
側
面
へ
の
対
応
指
針
は
、
シ
ス
テ
ム
全
体
に
亘
る

リ
ス
ク
に
対
す
る
個
々
の
金
融
機
関
の
影
響
度
に
応
じ
て

プ
ル
ー
デ
ン
ス
手
段
を
調
節
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
具

体
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
全
体
に
亘
る
テ
ー
ル
・
リ
ス
ク

︵
発
生
確
率
は
低
い
が
、
発
生
し
た
場
合
に
は
巨
額
の
損

失
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
リ
ス
ク
︶
を
計
測
し
た
後
に
そ

の
リ
ス
ク
に
対
す
る
個
々
の
金
融
機
関
の
影
響
度
を
計

り
、
そ
の
上
で
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
プ
ル
ー
デ
ン
ス
手
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段
︵
資
本
要
件
の
適
用
、
監
視
な
ど
︶
の
程
度
を
調
節
す

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
度
が

大
き
い
金
融
機
関
、
い
わ
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
上
の
重
要
な
金

融
機
関
︵
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
︶
に
は
よ
り
厳
し
い
基
準
を
課
す

こ
と
を
含
意
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
金
融
機
関
に
同
一
の

基
準
を
課
す
︵
例
え
ば
、
す
べ
て
の
金
融
機
関
に
対
し
て

共
通
の
破
綻
確
率
と
な
る
よ
う
に
資
本
要
件
を
調
整
す

る
︶
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
際
立
っ

た
対
照
を
な
す
。

時
系
列
の
側
面
で
の
主
要
問
題
は
、
シ
ス
テ
ム
全
体
に

亘
る
集
計
的
な
リ
ス
ク
が
、
金
融
シ
ス
テ
ム
内
の
相
互
作

用
お
よ
び
金
融
シ
ス
テ
ム
と
実
体
経
済
と
の
間
の
相
互
作

用
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
増
幅
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
︵
循

環
増
幅
効
果
︶
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
効
果
へ
の
対
処
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
景
気
拡
張
期

に
は
、
リ
ス
ク
見
通
し
の
低
下
、
許
容
リ
ス
ク
の
増
大
、

資
金
調
達
制
約
の
緩
和
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
上
昇
、
高
い
市

場
流
動
性
、
資
産
価
格
の
高
騰
が
相
互
に
増
幅
す
る
プ
ロ

セ
ス
が
生
起
し
、
潜
在
的
に
金
融
機
関
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
の
過
剰
な
拡
大
に
結
び
つ
く
。
そ
の
後
、
こ
の
プ
ロ
セ

ス
が
不
意
に
反
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
金
融
ス
ト
レ
ス
が

現
れ
、
金
融
危
機
を
増
幅
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
要
な

政
策
上
の
問
題
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
固
有
の
こ
の
プ
ロ

シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
弱
め
る
か
で
あ

る
。こ

の
側
面
に
対
す
る
指
針
は
、
好
況
期
に
資
本
の
バ
ッ

フ
ァ
ー
を
積
み
上
げ
る
よ
う
に
促
し
、
そ
れ
を
金
融
上
の

重
大
な
ス
ト
レ
ス
が
現
れ
た
と
き
に
利
用
で
き
る
よ
う
な

政
策
手
段
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
金
融

シ
ス
テ
ム
が
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
、
初
期

の
金
融
ス
ト
レ
ス
の
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
こ
と
に
役
立

つ
。
さ
ら
に
、
資
本
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
積
上
げ
は
、
金
融
機

関
に
よ
る
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
対
す
る
ス
ピ
ー
ド
制
限
と
し
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て
働
く
と
い
う
点
で
、
景
気
拡
張
局
面
に
お
け
る
集
計
的

リ
ス
ク
の
積
み
上
が
り
を
抑
制
す
る
こ
と
に
役
立
ち
、
結

果
的
に
金
融
危
機
の
リ
ス
ク
も
抑
制
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
を
決

定
、
実
施
す
る
場
合
に
考
慮
す
べ
き
側
面
が
二
つ
あ
る
わ

け
だ
が
、
B
orio[2009]
に
よ
れ
ば
、
各
側
面
に
関
す
る

先
行
研
究
に
は
差
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
時
系
列
の

側
面
に
関
し
て
は
多
数
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
そ
の
効
果

に
関
す
る
研
究
は
進
ん
で
い
る⑺

。
一
方
、
金
融
機
関
間
の

側
面
に
関
し
て
は
先
行
研
究
が
少
な
く
、
今
後
は
こ
の
側

面
で
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
B
orio

は
予
想
し
て
い
る
。

四
、
結
び
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
の
財
務
省
か
ら
提
案
さ
れ

て
い
る
新
し
い
金
融
規
制
改
革
案
の
内
容
を
中
心
に
そ
の

関
連
す
る
項
目
も
含
め
て
概
説
し
て
き
た
。
改
革
案
で

は
、
最
終
的
に
中
央
銀
行
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｅ
が
金
融
政
策
と

マ
ク
ロ
･
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
懸
念
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
米
田
[二
〇
一
〇
]と
井
上
[二
〇
一
〇
]は
、
両
政

策
に
利
益
相
反
が
起
き
た
場
合
の
対
処
が
将
来
的
に
問
題

と
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金
融
政
策

の
目
的
は
物
価
安
定
で
あ
り
、
マ
ク
ロ
･
プ
ル
ー
デ
ン
ス

政
策
の
目
的
は
金
融
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
経
済
の
安
定
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
時

の
よ
う
に
、
物
価
安
定
の
た
め
に
必
要
な
金
融
引
締
め
が

金
融
シ
ス
テ
ム
と
経
済
を
不
安
定
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
状
況
で
は
ど
の
よ
う
に
両
政
策
間
の
整
合
を
図
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
懸
念
す
る
の
は
、
結
局
は
物
価
安
定

を
優
先
す
る
中
央
銀
行
と
、
経
済
安
定
を
優
先
す
る
政
府

と
の
綱
引
き
と
な
り
、
こ
こ
ま
で
築
い
た
中
央
銀
行
の
独

立
性
が
侵
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
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︵
注
︶

⑴

覚
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
須
藤
[一
九
九
九
]を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑵

こ
こ
で
言
う
四
つ
の
目
的
と
は
﹁
市
場
の
信
頼
性
﹂、﹁
公
衆
の
啓

蒙
﹂、﹁
消
費
者
の
保
護
﹂、﹁
金
融
犯
罪
の
削
減
﹂
で
あ
る
が
、
二
〇

一
〇
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
に
よ
り
﹁
公
衆
の
啓
蒙
﹂
が
削
除
さ
れ
、

代
わ
り
に
﹁
金
融
安
定
﹂
が
追
加
さ
れ
た
。

⑶

こ
こ
で
、
諮
問
文
書
に
は
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
市
場
で
取
引
に
参
加

し
て
い
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
者
の
法
人
顧
客
は
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
の
規
制
対

象
と
し
て
明
記
さ
れ
、
個
人
顧
客
に
関
し
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
現
在
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
有
す
る
市
場
阻
害

行
為
お
よ
び
そ
の
他
違
反
行
為
に
対
す
る
訴
追
権
限
は
Ｅ
Ｃ
Ｍ
に
移

管
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
違

反
行
為
の
規
制
・
監
督
ま
で
Ｅ
Ｃ
Ｍ
が
管
轄
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
言
及
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
顧
客
に
よ
る
市
場
行
為
の
規

制
・
監
督
も
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ａ
が
担
う
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

⑷

政
府
補
償
と
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
が
民
間
か
ら
金
融
商
品
を
買
い
入
れ
て

流
動
性
を
供
給
す
る
と
、
当
該
金
融
商
品
の
価
格
が
将
来
下
落
し
た

と
き
に
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
損
失
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
損

失
を
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
を
い
う
。

⑸

第
一
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
行
動
を
共
に
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｅ

の
特
別
破
綻
処
理
部
門
︵
Ｓ
Ｒ
Ｕ
︶
に
も
権
限
が
与
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

⑹

た
だ
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
全
体
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
外
生
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
た
め
、
対

象
と
す
る
リ
ス
ク
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
管
理
と
す
る
例
え
は
当
て
は
ま

ら
な
い
。

⑺

邦
文
文
献
と
し
て
は
小
野
[二
〇
〇
九
]、
翁
[二
〇
〇
九
]
を
参
照

さ
れ
た
い
。
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日
本
証
券
経
済
研
究
所
。

米
田
健
二

[二
〇
一
〇
]﹁
嵐
の
中
の
船
出
と
な
る
か
：
英
国
金
融
制
度
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改
革
の
成
否
﹂、﹃
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
﹄
二
〇
一
〇
年
夏
号
、
三
四
︱
三

六
頁
、
東
洋
経
済
新
報
社
。

B
orio,
C
.
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“T
he
M
acroprudential
A
pproach
to

R
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D
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W
e
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C
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7
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E
rfaringer
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K
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volum
e
celebrating
the
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anniversary
of

K
redittilsynet),
pp.
108-120,
K
redittilsynet,
N
orw
ay.

B
orio,

C
.

[2009]

“Im
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the

M
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A
pproach

to
F
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R
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and
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F
inancial
Stability
R
eview
,
N
o.13
(Septem
ber
2009),
pp.

31-41,
B
anque
de
F
rance.

H
M

T
reasury

[2010]
A

N
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A
pproach
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F
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F
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and
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2010.
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付
図
表
F
P
C
、
P
R
A
、
C
P
M
A
の
概
要

す
べ
て
の
業
者
の
業
務
行
為
規
制
（
P
R
A
の
規

制
対
象
外
の
業
者
の
健
全
性
規
制
も
含
む
）
お
よ

び
市
場
管
理

①
業
務
行
為
規
則
、
健
全
性
規
則
（
P
R
A
の
規

制
対
象
外
業
者
向
け
）
の
制
定

②
健
全
性
規
制
の
対
象
外
と
な
る
す
べ
て
の
規
制

業
務
に
対
す
る
許
可
の
付
与
（
認
可
）

③
業
務
行
為
規
則
の
遵
守
お
よ
び
C
P
M
A
の
付

託
権
限
に
入
る
健
全
性
行
為
の
監
督
、
並
び
に

場
合
に
応
じ
て
そ
の
執
行

④
P
R
A
に
よ
る
健
全
性
規
制
も
受
け
て
い
る
業

者
で
、
業
務
行
為
に
関
連
し
た
管
理
職
務
を
遂

行
す
る
個
人
の
承
認
、
お
よ
び
業
者
が

C
P
M
A
に
の
み
規
制
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

管
理
職
務
を
遂
行
す
る
す
べ
て
の
個
人
の
承
認

⑤
P
R
A
、
C
P
M
A
の
活
動
資
金
と
な
る
業
者
の

負
担
金
の
徴
収
、
F
O
S
、
F
S
C
S
、
C
F
E
B
の

監
督
並
び
に
そ
れ
ら
に
係
る
手
数
料
の
徴
収

重
要
な
健
全
性
規
制
の
対
象
と
な
る
業
者
の
健
全

性
規
制
・
監
督

①
業
者
の
安
全
性
と
健
全
性
に
つ
い
て
判
断
を
下

し
、
適
切
な
行
動
を
取
る
こ
と

②
業
者
に
よ
る
規
制
業
務
の
遂
行
を
規
定
す
る
規

則
の
制
定
（
コ
ア
規
制
機
能
）

③
業
者
の
認
可
（
規
制
業
務
に
従
事
す
る
許
可
の

付
与
、
変
更
等
）

④
業
者
の
監
督
、
お
よ
び
場
合
に
応
じ
て
の
規
制

遵
守
の
執
行

⑤
業
者
に
お
い
て
特
定
の
管
理
職
務
を
遂
行
す
る

個
人
の
承
認

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
（
政
策
）
の
実
施

①
金
融
安
定
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
認
知
す
る
た
め

に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
を
監
視
す
る
こ
と

②
認
知
し
た
脆
弱
性
お
よ
び
不
均
衡
に
対
処
す
る

た
め
に
必
要
な
行
動
を
取
る
こ
と
（
又
は
、
適

切
な
当
局
に
行
動
を
勧
告
す
る
こ
と
）

③
F
P
C
の
分
析
お
よ
び
F
P
C
が
取
っ
て
い
る
行

動
に
関
す
る
情
報
を
議
会
、
さ
ら
に
は
公
衆
に

伝
え
る
こ
と

主
な
機
能
・
権

限

・
す
べ
て
の
業
者
の
業
務
行
為
規
制
を
通
じ
た
消

費
者
保
護
、
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
・
資
本

市
場
の
統
合
性
と
効
率
性
に
対
す
る
信
頼
の
確

保

・
個
別
業
者
の
健
全
性
規
制
（
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー

デ
ン
ス
規
制
）

・
破
綻
業
者
が
引
き
起
こ
す
シ
ス
テ
ム
上
の
影
響

を
最
小
に
す
る
よ
う
、
業
者
の
効
果
的
な
規
制

を
通
じ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的
か
つ
健
全

な
運
営
を
促
進
す
る
こ
と

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
確
保

・
金
融
シ
ス
テ
ム
に
亘
る
集
計
的
な
リ
ス
ク
お
よ

び
脆
弱
性
を
認
知
し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と

・
金
融
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
不
均
衡
に
対
処
す
る

（
例
え
ば
、
信
用
サ
イ
ク
ル
を
平
準
化
す
る
）

こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
を
強
化

す
る
こ
と

C
P
M
A

P
R
A

F
P
C

主
目
的



証券レビュー 第50巻第12号

─ 150 ─

F
P
C

（
出
所
）
H
M
T
reasu

ry
[2010]よ

り
作
成
。

・
年
次
報
告
書
の
作
成
し
、
そ
れ
を
財
務
省
お
よ

び
議
会
へ
提
出
す
る

・
年
次
公
開
会
合
（
an
n
u
al
p
u
b
lic
m
eetin

g
）

の
開
催

・
諮
問
パ
ネ
ル
の
設
置
（
現
存
す
る
消
費
者
パ
ネ

ル
、
実
務
家
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
中
小
企
業
実
務

家
パ
ネ
ル
の
設
置
も
検
討
中
）

・
F
S
A
と
同
様
の
不
服
申
立
制
度
の
導
入

・
英
国
会
計
検
査
院
（
N
A
O
）
の
監
査
に
服
す

・
要
請
に
応
じ
て
、
T
S
C
に
上
級
役
員
が
出
席

す
る

・
B
O
E
理
事
会
は
、
子
会
社
と
し
て
P
R
A
を

監
督
す
る
責
任
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

P
R
A
は
予
算
お
よ
び
報
酬
方
針
、
そ
の
目
的

に
対
す
る
達
成
度
な
ど
の
管
理
事
項
を
B
O
E

理
事
会
に
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
。

・
年
次
報
告
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
財
務
省
お
よ

び
議
会
へ
提
出
す
る

・
英
国
会
計
検
査
院
（
N
A
O
）
の
監
査
に
服
す

・
要
請
に
応
じ
て
、
T
S
C
に
上
級
役
員
が
出
席

す
る

・
定
期
的
（
６
ヵ
月
毎
）
に
金
融
安
定
レ
ポ
ー
ト

（
F
S
R
）
を
発
行

・
平
時
に
は
会
合
を
少
な
く
と
も
年
4回
開
催
し
、

会
合
後
６
週
間
以
内
に
そ
の
記
録
を
公
表

・
議
会
に
対
す
る
説
明
責
任
と
し
て
、
F
S
R
並

び
に
F
P
C
の
活
動
を
記
し
た
B
O
E
の
年
次

報
告
書
を
財
務
省
を
通
じ
て
議
会
に
提
出
す

る
。
ま
た
、
財
務
省
特
別
委
員
会
（
T
S
C
）
に

よ
る
F
P
C
の
活
動
の
精
査
を
受
け
る
。

・
財
務
省
に
対
す
る
説
明
責
任
と
し
て
、
F
P
C

委
員
長
は
F
S
R
の
公
表
後
に
財
務
大
臣
と
会

合
を
持
ち
、
金
融
安
定
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
す
る
。
そ
の
内
容
は
公
表
さ
れ

る
。

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
11名

（
他
に
財
務
省
の

代
表
も
参
加
す
る
が
、
投
票
権
は
な
い
）

・
B
O
E
か
ら
６
名
（
総
裁
１
名
、
副
総
裁
３
名

＜
金
融
政
策
、
金
融
安
定
、
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規

制
（
新
設
）
の
各
担
当
＞
、
理
事
２
名
＜
金
融

安
定
、
市
場
の
各
担
当
＞
）、
そ
の
内
B
O
E

総
裁
が
F
P
C
委
員
長
と
な
る

・
そ
の
他
５
名
（
C
P
M
A
の
最
高
執
行
責
任
者

１
名
、
そ
の
他
財
務
省
が
任
命
し
た
者
４
名
）

・
役
員
会
の
人
数
は
未
定
だ
が
、
役
員
会
の
大
多

数
は
財
務
省
が
任
命
す
る
非
執
行
役
員
で
占
め

る
こ
と
と
な
る

・
B
O
E
総
裁
が
役
員
会
の
会
長
を
務
め
る

・
B
O
E
副
総
裁
（
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
（
新
設
）

担
当
）
が
最
高
執
行
責
任
者
を
務
め
る

・
そ
の
他
に
B
O
E
副
総
裁
（
金
融
安
定
担
当
）

と
C
P
M
A
の
最
高
執
行
責
任
者
が
役
員
を
務

め
る

・
役
員
会
の
人
数
は
未
定
だ
が
、
財
務
省
お
よ
び

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
職
業
技
能
省

（
B
IS
）
が
任
命
す
る
非
執
行
役
役
員
が
そ
の

大
多
数
を
占
め
る
こ
と
と
な
る

・
P
R
A
の
最
高
執
行
責
任
者
で
あ
る
B
O
E
副

総
裁
（
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
（
新
設
）
担
当
）

も
役
員
会
メ
ン
バ
ー
と
な
る

説
明
責
任
・
透

明
性

M
P
C
の
場
合
と
同
様
に
金
融
機
関
か
ら
徴
収
し

た
B
O
E
の
運
営
費
用
に
よ
り
賄
う

規
制
を
受
け
る
業
者
か
ら
の
負
担
金
に
よ
り
賄
う

規
制
を
受
け
る
業
者
か
ら
の
負
担
金
に
よ
り
賄
う

（
F
O
S
、
F
S
C
S
、
C
F
E
B
の
業
者
負
担
に
つ
い
て

の
規
則
も
C
P
M
A
が
定
め
る
）

役
員
会
の
構
成

資
金
調
達

C
P
M
A

P
R
A
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